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上北沢桜並木通信 第 20 号 
 

ああけけままししてておおめめででととううごござざいいまますす  
 

花芽観察会のお知らせ －２月７日（日）－ 

●日付：平成 22 年 2 月 7 日（日） 

●時間：10:00～14:30（12:00～12:30 は休憩） 

一部：10:00～12:00 桜並木での花芽の観察 

二部：12:30～14:30 まとめと石井樹木医によるセミナー 

（場所：区民センター） 

●集合場所：上北沢桜並木、昭和信金前 

●内容： 

各地で行われるセミナーの講師や花に関する書籍の著者である石井樹木

医による花芽観察とセミナーです。 

この時期に観察をすることで、桜木の病気、害虫やキノコの桜木への影響

を確認することができます。 

花芽ばかりでなく、葉を付けた時期では見えない枝ぶりや幹の状態、樹勢

を確認し、桜の開花状況を予測する方法を学ぶことが出来ます。 

会員の皆様はもちろん、会員でない皆様も無料でご参加できます。 
 

松沢病院敷地内に公園が整備されます －平成２３年１月完成予定－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年 1 月 18 日 上北沢桜並木会議発行
http://www.sakuranamiki.org/

お問い合せ：info@sakuranamiki.org 

西側公園予定地：約 800 ㎡ 
東側公園予定地：約 5,200 ㎡
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桜並木の画像による健康診断が行われました －12月20日(日)－ 

●画像診断は、世田谷区が今年度から３ヶ年かけて行う区内の桜並木の健康診断事業の一

環です。今年度は７ヶ所の桜並木で行う予定で、上北沢桜並木は２番目に行ったもので

す。 

●画像診断の目的は、桜木の健康状況が外側からみた場合に健康そうに見えても、台風の

ような強風の時に倒木し、けが人が出たり、施設に損害を与えていることが少なくない

からです。 

●この健康診断は、桜木の中が空洞になっていることが判るだけでなく、腐朽状況が判別

され、色別に画像として出力されます。診断方法は、幹周りに取り付けた受信機に、あ

る箇所からの音源の時間を測定して、内部の状況を判別するものです。診断装置はドイ

ツ製で、日本にはまだ５台だけしか輸入されていないものだそうです。 

以下のところから、その装置の概要がわかります。 

http://www.environment.co.jp/ImpPro/picus/PICUS.pdf 

●本日の診断は、石井樹木医のご指導のもと、玉川大学准教授でもある山岡樹木医が担当

されました。 

●対象とした桜木は、今までの観察状況から、「問題である」と評価されている９本を選

定して行われました（桜木番号で１６､２０､３２､４２､４３､４７､４８､４９､５０）。 

●空洞が多くあってもそれほど問題としなくても良いものや、空洞がほとんど無いにもか

かわらず、非常に弱っている木等についてある程度の判断ができたようです。この診断

結果は、石井樹木医の方から区に報告される予定ですので、今後はそれを参考としてＨ

Ｐ上に公開したいと思っています。 

●当日は、区の広報の方や桜並木会議のメンバーが見学しました。また、ＮＨＫが取材

し、当日の１２時からのニュースで、全国に報道されました。 
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上北沢駅周辺地区まちづくり協議会 

地域の様々な人達の協力を得て、平成２１年７月１５日に設立総会を開き、協議会の活

動が開始されました。 

まちづくり協議会とは、「この街の優れた特性を受け継いで次世代にも安心して住み続

けられるまちを育てていくことを目指した住環境、商業環境づくりを実現するために、ま

ちづくり活動を行うこと」を目的として、 

・調査・研究・学習活動を行う 

・まちづくりに関する計画・構想をまとめる 

・条例に定める地区街づくり計画の原案を区長に提案する 

等の役割を担っています。 

これまで、毎月１回のペースで準備会を含め、見学会や協議会を行い、次回は以下のと

おり行われる予定です。協議会はどなたでも参加できます。 

第７回協議会：２月１０日（水） １９：００～ 

場 所：上北沢まちづくりセンター(旧まちづくり出張所)  

連絡先：まちづくり協議会事務局 上北沢5-13-17（新井宅気付） 

（区）烏山総合支所 街づくり課（℡:3326-9618） 

（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）渋谷区笹塚2-1-10-207 防災アンド都市づくり計画室 吉川 

℡:3378-1960 jinyoshi@arion.ocn.ne.jp 

 

松沢病院内に整備されつつある施設について 

東京都医学総合研究所 

第１期は完成し、現在第２期工事に入っています。 

同研究所南側の道路は線形が悪いため、改良される予定です。 

現在、都営第２上北沢アパートの除却工事が行われていますが、都営アパートの土地を

一部利用して改良されることになっており、東京都と世田谷区が協議を進めています。 

医療観察法病棟建設 

松沢病院内に医療観察法病棟建設が行われています。これは、法律に基づいて、裁判所

が入院と決定した対象者を治療し、最終的に社会復帰させようとするものです。 

この建設に至るまで、東京都の病院経営本部等と町会・自治会は、松沢病院全般の「松

沢病院連絡協議会」とは別に、「松沢病院地域連絡協議会」という組織をもって、協議を

重ねてきております。しかし、病院から影響を受け易く利害に敏感な周辺住民が参加して

いないため、肝心な問題が討議されていないとの批判も聞かれます。 

・工事によって、松沢病院内の樹木の多くが伐採されています。 

・患者の社会復帰に関して、それをフォローする形と責任が明確でありません。 

・社会復帰の実態が一般住民によく説明されていませんし、逆に被害が出ているにもか

かわらず、それに対する対応が充分でありません。 
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上北沢桜並木会議とは？ 

上北沢駅前の桜並木は、８０年余前に開発された住宅地に植えられ、その後、地域のシンボルとして､地元の人々に親しまれなが

ら、近代化の時代の流れの中を生き抜いてきました。 

桜並木を中心とした街区は､昭和５９年には｢せたがや百景｣に､平成１４年には｢世田谷風景づくり条例｣に基づく｢地域風景資産｣

に、選ばれています。  

桜を大切にする心を種として生まれた､上北沢桜並木会議は､地域のコミュニティとしての役割を果たすことをめざしています。

月の第１・４日曜日に行う日曜ミーティングと､烏山総合支所からもご出席いただいている月１回の月例会における話し合いをも

とに活動しております。 

お問い合せ：info@sakuranamiki.org     連絡先：佐藤信二郎 FAX:3290-2660 

桜並木会議の活動内容 

 

桜並木関連 その他 

○花芽観察会（２月７日(日)） 

○桜並木実態調査（９月） 

○清掃活動 

・落花時期／落葉時期 

……毎週日曜日、木曜日 

・毎月清掃……毎月第１日曜日 

○親子さくら博士教室 

○１本ずつの桜木戸籍の作成 

○桜の接木管理（年３回程度） 
［小金井公園後継樹育成苗圃］ 

●ミーティング［どなたでも参加できます］ 

○定例月例会（月１回 第３火曜日 18:30～）

○日曜ミーティング 

（毎月第１、第４日曜日 10:00～） 

○年次総会（５月の予定） 

※場所：上北沢区民センター 

●他会議への参加 

○上北沢駅周辺地区まちづくり協議会 
（第２水曜日 9:00～） 

○烏山ネット・わぁ～く・ショップ（随時） 

○世田谷区風景づくりフォーラム（随時） 

●まちの歴史探索 

○まち歩き会 

○古老へのヒアリング 

●禁煙キャンペーン協力（随時） 

●まちの行事に参加 

○桜まつり（４月） 

○上北沢区民センター文化祭（１１月） 

 

桜並木会議は、皆様の会費や区や企業からのバックアップによって運営されています。 

しかし、今年度は区の補助金を伴うプロジェクトに参加しないことや、昨今の経済情勢

から企業の地域活動支援を受けることが難しい状況です。 

そのため、皆様のご協力をぜひともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

●桜並木会議では、会員の数を増やし、地域のコミュニティとしての役割を果たすことをめざしています。 

桜並木会議が行う行事・日曜ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(月の第１･４日曜10～12時 区民ｾﾝﾀｰ)等に、是非ご参加下さい。 

●桜並木会議では、活動資金のご協力をお願いしています。 

●桜並木会議の活動状況は、ＨＰ（http://www.sakuranamiki.org/）に出ていますので、ご覧下さい。 


